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一　

木
造
建
築
物
の
特
徴

　

連
載
の
今
回
は
、
木
材
利
用
の
現
場
に
お
い
て
木
は
ど
う
い
っ
た
特

性
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
他
の
材
料
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
、
そ

う
い
っ
た
特
性
は
何
に
由
来
す
る
の
か
、
等
々
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

前
半
で
は
木
材
の
主
要
な
用
途
で
あ
る
住
宅
な
ど
建
造
物
に
つ
い
て
木

材
利
用
の
特
徴
と
利
点
を
取
り
上
げ
ま
す
。

㈠　

な
ぜ
木
材
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

　

最
近
で
は
、
建
築
家
や
技
術
者
が
、
環
境
負
荷
を
下
げ
る
こ
と
や
持

続
的
な
社
会
の
構
築
を
意
識
し
、
人
へ
の
や
さ
し
さ
や
自
然
と
の
調
和

を
象
徴
す
る
よ
う
な
建
造
物
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
木
材
が
住
宅
ば
か
り
で
な
く
、
事
務
所
、
店
舗
、
宿

泊
施
設
、
学
校
、
保
育
園
、
病
院
、
工
場
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
展
示

の
施
設
や
ホ
ー
ル
、
あ
る
い
は
橋
や
道
路
の
付
帯
施
設
等
の
様
々
な
建

造
物
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
理
由
は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
固
定
し
た
木
材
を

使
用
し
た
建
造
物
が
、
大
量
の
炭
素
を
長
期
に
わ
た
り
固
定
す
る
こ
と

か
ら
、
地
球
環
境
の
保
全
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
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規
格
化
さ
れ
た
製

材
、
あ
る
い
は
集
成

材
等
の
木
質
材
料
を

使
用
し
た
木
造
建
築

物
は
、
自
由
度
の
高

い
柔
軟
な
設
計
が
可

能
で
景
観
性
に
富
ん

で
い
る
た
め
、
住
宅

以
外
に
も
多
目
的
の

建
造
物
に
適
し
て
い

ま
す
。
建
築
材
料
と

し
て
の
木
材
は
、
環

境
面
だ
け
で
な
く
、

重
量
に
対
し
て
の
高

い
強
度
や
適
度
な
弾

性
、
加
工
の
し
や
す

さ
、
低
い
熱
伝
導
率
等
の
す
ぐ
れ
た
熱
的
性
質
を
は
じ
め
多
く
の
適
切

な
性
質
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
特
徴
を
有
す
る
樹
種
や
材
種
、

製
品
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
用
途
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
製
材
や
木
質
材
料
は
、
他
の
材
料
と
の
複
合
や
加
工

に
よ
っ
て
、
熱
的
性
質
、
防
音
性
能
、
湿
度
調
整
性
能
、
耐
火
性
能
、

防
腐
性
能
等
を
さ
ら
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
木
造
建
築
物
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て

い
ま
す︶1
︵

。

 

﹁
木
造
建
築
物
は
、
将
来
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
築
物
の
一
つ
で
す
。
木

材
は
、
持
続
可
能
か
つ
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
あ
り
、
高
断
熱
性

を
有
し
、
優
れ
た
居
住
性
を
作
り
出
し
ま
す
。
と
く
に
、
重
要
な
こ
と

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
削
減
で
き
る
こ
と
で
す
。
木
造
建
築
物
は
、

他
の
構
法
よ
り
厚
さ
の
薄
い
壁
で
も
高
い
断
熱
性
を
有
し
ま
す
。
木
製

の
外
壁
は
、
レ
ン
ガ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
に
比
べ
て
、
半
分
の
厚

さ
で
二
倍
の
断
熱
性
が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
建
築
物

の
重
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
造
建
築
物
は
将
来
に
わ

た
り
そ
の
役
割
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。﹂

㈡　

建
築
構
法
の
柔
軟
性

　

木
造
建
築
物
は
、
現
場
に
お
け
る
建
物
の
向
き
、
階
数
、
部
屋
の
数
、

内
装
の
デ
ザ
イ
ン
、
外
観
等
を
簡
単
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
木
造
住
宅
に
は
、
様
々
な
構
法
に
よ
っ
て
空
間
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
る
と
と
も
に
、
柱
や
壁
の
配
置
や
柱
と
梁
の
組
み
方
に
も
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
ま
す︶2
︵

。
木
造
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
に
高
い
自
由
度
が
あ
る
こ

と
は
、
最
近
増
え
て
い
る
集
合
住
宅
や
会
館
等
の
事
例
に
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

外
装
は
、
土
や
モ
ル
タ
ル
の
塗
り
壁
、
木
材
、
窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
、
金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
Ａ
Ｌ
Ｃ
︵
軽
量
気
泡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
︶、

写真 1　 大阪木材仲買会館（木のぬくもりに会えるオフィス
ビルとして平成 25 年に竣工）
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タ
イ
ル
等
が
選
択
で
き
、
屋
根
は
、
粘
土
瓦
、
ス
レ
ー
ト
瓦
、
セ
メ
ン

ト
瓦
、
塗
装
鋼
板
等
を
選
択
で
き
ま
す
。

㈢　

軽
く
て
強
い
性
能

　

比
較
的
軽
軟
と
さ
れ
る
ス
ギ
の
場
合
、
重
量
当
た
り
の
強
さ
を
比
較

す
る
と
、
引
っ
張
り
強
さ
で
鋼
鉄
の
四
～
五
倍
、
圧
縮
強
さ
で
約
二
倍

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
木
材
は
軽
く
て
強
い
材
料
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。
木
材
が
軽
く
て
強
い
の
は
空
隙
を
持
つ
細
胞
か
ら
な
る
組
織
構

造
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
が
、
方
向
に
よ
っ
て
強
さ
が
異
な
る

異
方
性
は
木
材

特
有
の
性
質
で

す
。

　

建
築
材
料
と

し
て
の
施
工
や

加
工
に
は
軽
い
、

軟
ら
か
い
が
重

要
で
あ
り
、
地

震
に
対
し
て
、

あ
る
い
は
地
盤

の
軟
ら
か
い
と

こ
ろ
で
は
建
物

自
身
の
重
量
が

問
題
で
す
が
、

木
造
の
構
造
躯

体
は
軽
い
分
だ
け
有
利
に
な
り
ま
す︶5
︵

。
ま
た
、
ド
ー
ム
の
建
設
で
は
材

料
が
自
分
の
重
さ
を
ど
こ
ま
で
支
え
ら
れ
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、

重
さ
の
わ
り
に
強
い
木
材
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す︶2
︵

。

　

た
だ
、
樹
木
の
幹
か
ら
得
ら
れ
る
木
材
は
、
太
さ
・
長
さ
に
限
界
が

あ
り
ま
す
。
大
き
な
建
物
を
作
る
と
き
に
は
接
合
を
工
夫
し
た
り
、
部

材
を
合
わ
せ
て
大
き
く
集
成
し
ま
す
。
大
型
建
築
物
は
こ
う
い
っ
た
技

術
で
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
さ
ら
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
︵
直
交
集
成
板
︶

写真 2　大船渡市森林総合利用施設の宿泊棟　
（傾斜地に建てられている）　

︵
3
︶

写真 3　草薙総合運動場体育館「このはなアリーナ」　
︵
4
︶
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を
利
用
し
た
中
高
層
建
物
の
建
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

㈣　

切
削
加
工
性

　

木
材
は
材
質
が
比
較
的
軽
く
軟
ら
か
い
た
め
、
ノ
コ
︵
切
る
︶、
ノ

ミ
︵
穴
を
あ
け
る
︶、
カ
ン
ナ
︵
削
る
︶
と
い
っ
た
簡
易
な
道
具
さ
え

あ
れ
ば
、
人
力
だ
け
で
容
易
に
切
削
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
加
工
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
少
な
い
と
い
う
特
長
を
有
し
て
い

ま
す︶6
︵

。

　

わ
が
国
の
古
い
寺
社
建
築
で
は
加
工
し
や
す
い
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
が
主

体
で
あ
り
、
ノ
コ
の
発
達
に
よ
っ
て
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
硬
い
木
材
も
使
わ

れ
て
き
た
こ
と
も
木
材
の
加
工
特
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
木
造

軸
組
住
宅
で
は
加
工
機
械
に
よ
っ
て
柱
や
梁
の
継
手
や
仕
口
が
効
率
的

に
プ
レ
カ
ッ
ト
さ
れ
、
加
工
歩
留
ま
り
や
精
度
だ
け
で
な
く
、
住
宅
の

生
産
性
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
は
現
場
施
工
性
の
き
わ
め
て
良
い
材
料
で
す
か
ら
、
建

物
の
維
持
管
理
や
増
改
築
の
際
に
も
有
利
に
な
り
ま
す
。

㈤　

耐
火
性
能

　

プ
ラ
ス
チ 

ッ
ク
等
の
他

材
料
と
異
な

り
、
木
材
は
、

火
災
に
お
い

て
は
表
面
に

炭
化
層
を
形

成
し
て
内
部

を
守
る
の
で
、

断
面
の
大
き

な
柱
や
厚
い

壁
は
燃
え
尽

き
ず
そ
の
ま

ま
荷
重
に
耐

え
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

写真 5　 木造 4 階建ての京都木材会館（2 時間耐火の木質耐
火部材を使用した建物）

︵
7
︶

写真 4　 木材組織の走査型電子顕微
鏡写真（スギの木口面、板
目面、柾目面、パイプ状の
繊維が束になった構造が軽
くて強い性質や断熱性、吸
音性等を発揮する。提供：
佐伯浩京都大学名誉教授（故
人））
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ま
た
、
防
火
薬
剤
で
処
理
し
た
木
材
は
、
火
炎
や
燃
焼
ガ
ス
の
広
が
り

を
阻
止
し
ま
す
。

　

防
耐
火
基
準
と
建
築
基
準
に
従
っ
て
い
れ
ば
、
木
材
は
建
築
資
材
と

し
て
信
頼
で
き
る
材
料
で
す
。
燃
え
て
も
長
時
間
安
定
し
、
速
度
が
遅

く
均
一
速
度
で
燃
焼
す
る
の
で
、
建
築
物
の
設
計
が
比
較
的
容
易
に
で

き
ま
す
。
従
っ
て
、
耐
荷
重
性
や
限
界
点
の
予
測
が
可
能
と
な
り
、
状

況
に
よ
っ
て
は
消
防
士
等
が
人
命
救
助
や
消
火
の
た
め
に
建
物
内
に
入

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
木
構
造
の
燃
え
落
ち
は
予
測
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
鉄
骨
構
造
が
温
度
上
昇
に
よ
り
突
然
安
定
性
を
失
っ
て

崩
れ
る
こ
と
等
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
、
木

造
住
宅
は
、
優
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

㈥　

耐
久
性

　

わ
が
国
の
寺
社
な
ど
の
古
い
伝
統
建
築
物
を
数
百
年
、
い
や
千
年
以

上
に
わ
た
っ
て
支
え
て
き
た
の
は
、
木
材
の
驚
異
的
な
耐
久
性
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
通
常
の
住
宅
に
用
い
ら
れ
て
い
る
木
材
に
つ
い
て
も
、

正
し
い
設
計
と
取
扱
に
基
づ
い
て
使
用
す
れ
ば
、
長
期
に
わ
た
っ
て
性

能
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

構
造
用
の
木
材
は
、
一
定
レ
ベ
ル
の
含
水
率
に
調
整
さ
れ
て
い
れ
ば
、

住
宅
内
部
で
使
用
す
る
場
合
は
狂
い
や
変
形
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
長
期
に
わ
た
る
使
用
で
注
意
が
必
要
な
因
子
は
、
腐
朽
を
阻
止
す

る
た
め
の
湿
度
や
水
分
の
管
理
で
す
。
ま
た
、
わ
が
国
で
は
シ
ロ
ア
リ

の
被
害
に
対
す
る
配
慮
も
必
要
で
す
。
長
期
の
耐
用
住
宅
を
目
標
に
す

る
場
合
に
は
、
劣
化
を
低
減
さ
せ
る
上
で
必
要
な
項
目
が
、
外
壁
の
軸

組
や
土
台
、
地
盤
に
対
す
る
措
置
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

腐
れ
や
虫
害
に
対
す
る
木
材
︵
あ
く
ま
で
も
心
材
に
つ
い
て
で
す

が
︶
の
抵
抗
性
は
、
過
去
の
実
験
デ
ー
タ
や
経
験
を
も
と
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
耐
久
性
区
分
で
は
、
ヒ
バ
、
ヒ
ノ
キ
、

ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
が
劣
化
の
少
な
い
Ｄ
1
樹
種
に
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
耐
久
性
に
乏
し
い
木
材
に
対
し
て
は
、
木
材
に
薬
剤
を
加
圧
注 写真 6　基礎が高く軒の出が大きい建築物　

︵
8
︶
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入
す
る
処
理
が
特
に
有
効
な
方
法
で
、
通
常
、
無
処
理
の
木
材
の
辺
材

を
野
外
で
土
中
に
埋
め
る
と
、
数
年
で
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
一

方
、
保
存
薬
剤
を
注
入
し
た
木
材
で
は
こ
う
い
っ
た
厳
し
い
環
境
で
も
、

十
年
以
上
は
優
に
そ
の
耐
用
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
壁
で
は
雨
水
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
、
屋
根
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を

大
き
く
設
け
る
こ
と
や
、
地
面
と
材
料
の
間
隔
を
十
分
と
る
こ
と
等
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
塗
装
や
保
護
処
理
等

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

㈦　

リ
フ
ォ
ー
ム
（
改
装
）
へ
の
適
応
性

　

住
宅
は
、
住
人
が
変
わ
る
こ
と
で
好
み
が
変
わ
っ
た
り
、
年
齢
等
に

よ
り
生
活
様
式
が
変
化
し
た
り
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
改
装
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
木
造
住
宅
で
は
、
軽
量
で
あ
る
こ
と
や
構
造
が

規
格
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
部
材
の
取
り
換
え
、
建

て
増
し
、
壁
の
撤
去
等
を
簡
単
に
実
施
で
き
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
木
造
で
は
、
建
て
増
し
等
に
要
す
る
時
間
が
短
く
て
済
む
こ
と
等

の
ほ
か
、
部
材
が
軽
い
こ
と
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
厳
し
い
現
場
で
も
容
易

に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
や
、
窓
、
ド
ア
等
の
建
具
等
も
工
場
で

予
め
作
製
し
て
提
供
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

改
装
に
よ
る
断
熱
性
や
湿
度
調
整
の
向
上
は
、
居
住
性
を
良
く
し
ま

す
が
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
で
長
い
耐
久
性
が
得
ら
れ
、
コ
ス
ト
効
果
を

生
み
出
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、

わ
が
国
に
は
歴

史
的
に
貴
重
な

文
化
財
建
築
物

が
数
多
く
あ
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど

は
木
造
建
築
で

す
が
、
そ
の
中

に
は
京
都
仁
和

寺
の
金
堂
の
よ

う
に
移
築
・
改

造
さ
れ
た
建
物

も
あ
り
ま
す
。

伝
統
建
築
が
木

組
に
よ
っ
て
接

合
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
木
造
建
築
が
解
体
・
再
組
立
が
容

易
な
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

㈧　

古
い
建
築
物
の
改
修
と
解
体

　

木
材
や
木
質
材
料
は
、
古
い
建
築
物
の
改
修
や
解
体
で
も
多
く
の
利

点
を
持
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
が
誇
る
千
年
を
超
す
伝
統
的
な
木
造
建

写真 7　仁和寺金堂（京都御所の紫宸殿を寛永年間に移築）
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築
物
は
劣
化
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
設
計
、
材
料
、
施
工
と
並
ん
で
、

適
切
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
ま
す
。
通

常
の
住
宅
に
お
い
て
も
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
環
境
の
保
全
の

大
切
さ
を
思
う
と
、
耐
用
年
数
の
増
加
が
大
切
で
あ
り
、
改
修
や
維
持

管
理
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す︶5
︵

。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
の
解
体
で
排
出
さ
れ
た
木
材
が
簡
単
に
利
用
で
き

る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
木
材
の
再

利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

に
つ
い
て
は
、
前
章
の

﹁
循
環
型
資
源
と
し
て

の
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド

利
用
﹂
で
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

部
材
は
金
属
部
材
等
に

比
べ
て
軽
量
で
す
か
ら

一
般
的
に
移
動
す
る
た

め
の
大
型
重
機
も
必
要

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

㈨　

木
造
住
宅
の
資
産
価
値
と
寿
命

　

木
造
住
宅
は
、
建
設
経
費
と
住
ま
い
の
維
持
経
費
が
安
価
で
、
長
期

に
わ
た
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
維
持
費
も
安
価
で
す
。

　

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
鉄
骨
お
よ
び
木
造
建
築
部
門
が
行
っ
た
二
〇

〇
二
年
の
研
究
で
は
、
専
門
家
が
設
計
し
て
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
は

他
の
構
法
よ
り
少
な
く
と
も
健
全
な
投
資
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す︶1
︵

。

写真 8　 ベルサイユ宮殿の離宮（プチ・トリアノン）にあ
る「王妃の村里」の木造住居「王妃の家」の一部

（1787 年竣工、修復後に 2006 年から公開されてい
る）

写真 9　 佐倉順天堂記念館（1858 年に建築された蘭医学の
塾兼診療所、束柱の下に沓石が据えられている）
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ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
木
造
住
宅
の
平
均
寿
命
は
、
八
〇
年
か

ら
一
〇
〇
年
の
間
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
一
二
五
年
の
寿
命
を

保
証
し
て
い
る
ビ
ル
ダ
ー
も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
実
際
に
何
世
紀
も

経
て
い
る
木
造
住
宅
や
中
世
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
で
も
同
様
な
古
い
木
造
住
宅
が
現
存
し
ま
す
が
、
最
近
の
木

造
住
宅
の
寿
命
を
三
〇
年
程
度
に
設
定
し
て
い
る
の
は
、
投
資
効
果
の

面
か
ら
も
短
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
構
造
躯
体
の
耐
用
年
数
一
〇
〇
年
以
上
を
目
標
と
し
た
長
期

優
良
住
宅
は
、
構
造
の
腐
食
、
腐
朽
及
び
摩
損
の
防
止
や
地
震
に
対
す

る
安
全
性
の
確
保
、
住
宅
の
利
用
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
構
造
及

び
設
備
の
変
更
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
、
維
持
保
全
を
容
易
に

す
る
た
め
の
措
置
等
を
講
じ
る
こ
と
や
、
高
齢
者
の
利
用
上
の
利
便

性
及
び
安
全
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
効
率
性
等
が
一
定
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
住
宅
と
さ
れ
て
い
ま
す
が︶9
︵

、
普
及
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
一
般
的
に
、
他
の
構
法
よ

り
安
価
な
こ
と
も
特
徴
で
す
。

㈩　

地
震
へ
の
備
え

　

地
震
が
頻
繁
な
わ
が
国
で
は
、
必
然
的
に
地
震
が
起
こ
る
こ
と
を

前
提
に
住
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
建
築
物
で
も
地

震
対
策
は
避
け
ら
れ
な
い
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
要
課
題
で
す
。
自

分
の
住
ん
で
い
る
家
が
大
地
震
に
耐
え
得
る
強
度
を
備
え
て
い
る
か

ど
う
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
を
判
断
す
る
簡
単
な

方
法
の
一
つ
に
﹁
耐
震
基
準
﹂
が
あ
り
ま
す
。

　

一
九
八
一
年
六
月
一
日
を
境
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
古
い
耐
震
基
準

か
ら
新
耐
震
基
準
に
変
更
さ
れ
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
物
件
に
建

築
確
認
済
証
の
交
付
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
宅
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
多
く
の
木

造
住
宅
が
倒
壊
し
た
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
に
木
造
建
築
物
の
耐
震
基
準

を
よ
り
強
固
に
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
木
造
住
宅

写真 10　 厚物合板による耐力壁の施工の様子
（提供 : 日本合板工業組合連合会、 東
京・東北合板工業組合）
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に
つ
い
て
は
、
建
築
確
認
済
証
の
交
付
日
が
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
日
以

降
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
安
心
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
新
築
時

の
地
盤
調
査
が
義
務
化
さ
れ
た
ほ
か
、
耐
力
壁
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置

す
る
こ
と
や
筋
交
い
や
柱
を
留
め
る
金
具
の
種
類
を
明
確
化
す
る
こ
と

な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
基
準︶9
︵

に
も
、﹁
極
め
て
稀
に
発
生
す
る
地
震

に
対
し
、
継
続
利
用
の
た
め
の
改
修
の
容
易
化
を
図
る
た
め
、
損
傷
の

レ
ベ
ル
の
低
減
を
図
る
こ
と
、
大
規
模
地
震
力
に
対
す
る
変
形
を
一
定

以
下
に
抑
制
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
や
、
建
築
基
準
法
レ
ベ
ル
の

一
・
二
五
倍
の
大
き
な
地
震
力
に
対
し
て
倒
壊
し
な
い
こ
と
等
﹂
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
耐
震
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
古
い
住
宅
や
自
分
の
住
宅
の
耐
震
性
に
自
信
が
な
い
場
合

は
、
耐
震
診
断
を
受
け
、
補
強
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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